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ｐ
手
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１
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９
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１
１
１
１
１
４
６
■
１
１
８
Ｆ

閥
Ｆ
Ｂ
ｒ
ｐ
Ｒ
ｕ
■
■
ｒ
■
■
■
凸
■
里
咽
’
山
川
叫
可
判
Ｊ
１
・
勺
〆
■
烏
Ｌ
』
口
醐

門 ＝

甲
ら
第
刈

号
諦

I

Ｉ
１
１
０
Ｊ

I

●
■
９
月
早
■
ｄ
毎
■
、
。
■
２
口
巳
ｑ
咄

Ｉ
Ｉ

〃

鴎ｵ●0

１
．
■
■
■
■
ｑ
ｊ
ｌ
■
■
■
句

君
拐
１
号
色
Ｆ
が
“
＃
１
コ

夢
律
も
０
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潔
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1

鞍 I
《
■
Ｕ
Ｇ
ｑ
凸
■
Ｕ
①
■
目
、
■
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地
震
の
予
測
に
は
「
い
つ
、

ど
こ
．
で
、
ど
の
く
ら
い
の
（
規

摸
）
地
震
が
起
き
る
か
」
を
過

去
の
票
例
か
ら
読
み
取
る
の
が

股
も
正
攻
法
の
考
え
方
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
粁
来
の
地
窪

危
険
度
予
測
に
は
歴
史
学
的
祝

最
も
危
険
度
が
高
い
Ａ
級
の
活
断
層
が
伊
方
原
発
沖
の
伊
予
灘
に
走
っ
て
い
る
こ
と
が
、
岡

村
輿
、
高
知
大
学
理
学
部
教
授
晒
鯉
地
質
急
の
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
た
．
将
来
起
こ
り

う
る
地
溌
の
規
模
は
マ
グ
ー
一
チ
ュ
ー
ド
８
．
８
１
７
‐
２
霞
悪
で
は
７
．
．
６
）
で
津
波
発

生
の
危
険
性
も
あ
る
と
い
う
．
こ
れ
ま
で
同
沖
の
活
断
層
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
争
が

お
っ
た
が
、
存
在
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
四
国
姻
力
や
行
政
は
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
最
新
の
研
究
成
果
を
も
と
に
県
内
の
活
断
層
の
状
況
を
報
告
、
県
行
政

の
取
り
組
み
の
甘
さ
を
指
掴
す
る
。

一
蕊
規
模
は
Ｍ
則
～
通

私
も
当
時
の
音
波
採
交
の

原
記
録
を
見
た
が
、
当
時

の
摸
術
で
は
肢
近
一
万
年

Ⅲ
の
欝
測
を
認
定
す
る
に

は
無
理
が
あ
．
っ
た
こ
と
は
．

理
解
で
き
る
。

一
京
挫
郵
旭
癖
”
識
藩
延
排

別
別
則
０
か
０
２
妙
８
口
ぜ
▲
僻
那
込
が
り
い

点
が
不
可
欠
と
な
る
。

ど
こ
で
起
き
る
か
の
問
い
に

は
、
『
す
で
に
地
離
の
弱
線
と

し
て
ふ
る
ま
っ
て
皇
た
活
断
閣

で
起
き
為
冨
と
答
え
ら
れ
る
？

ど
の
ぐ
ら
い
の
規
模
の
地
震
が

起
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
地
震

愚
大
学
共
同
の
悔
底
活
断
層
調

壷
の
結
果
、
伊
予
溌
の
海
底
活

断
層
は
今
か
ら
六
千
二
百
年
苅

四
千
嬉
煎
二
千
年
前
に
そ
れ

ぞ
れ
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
．
・
五

メ
ー
ト
ル
の
縦
ず
れ
成
分
を

伴
っ
た
地
淫
を
起
こ
し
て
き
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

園
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
５
０
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■
０
Ｄ
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Ｕ
９
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■
５
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今
ｑ
■
ｐ
８
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Ｄ
？
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｜
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一

③
高
知
大
学
理
学
部
教
授

‐
ｑ
ｑ
１
１
ｑ
ｐ
ｍ
Ｉ
ｑ
岬
ｂ
１
ヶ
Ｏ
ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
ｌ
、
‐
１
Ｊ
５
ｓ
〃
Ｉ
１
Ｂ
０
Ｐ
Ｈ
Ｖ
ｌ
吊
り
■
日
日
腸
ｖ
■
Ｒ
８
６
■
■
Ｆ
ｊ
Ｂ
■

・
Ｉ
Ｉ
Ｂ
日
日
日
日
Ⅱ
Ｊ
１
必
８
９
も
日
日
。
。
■
Ｉ
■
区
Ｕ
分
Ｂ
■
ワ
０
写
６
Ｐ
５
．
㎡
１
や
咽
。
争
Ｉ
州
ｑ
ｆ
ｇ
ｇ
、
■
●
Ｐ
ワ
ヶ
｝
日
■
■
”
ｈ
■
Ｈ
＆
“

Ⅱ
■
■
１
９
台
３
９
凸
写
ｇ
■
■
■
且
Ｈ
Ｂ
Ｄ
ｉ
Ⅱ
ｕ
ｌ
伊
凸
■
■
日
日
可
◇
々
１
■
■
１
８
■
Ⅱ
８
１
■
凸
■
ゆ
り
．
の
ｂ
■
日
合
ウ
Ｌ
■
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
＆
■
■
ロ
■
●
●
３
．
６
■
Ｐ
〃
Ｇ
ｂ
１
Ｆ
０
ｒ
心
ｑ
ｐ
ｏ
Ｐ
Ｂ

の
大
き
さ
と
晒
屑
の
長
さ
の
関

係
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
紙
験
式
を
使
え
ば
あ
る
程
庇

ま
で
聯
来
起
こ
り
得
る
地
震
の

規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
寝
凧
時

彦
・
熊
本
大
赦
授
当
九
七
五
）
。

の
こ
と
は
飛
近
千
五
百
年
側
、

古
文
番
腱
地
混
被
害
記
鍬
が
見

あ
た
ら
な
い
こ
と
と
隅
祁
す
患
。

地
震
の
周
期
は
二
千
年
間
隔
と

湾
え
ら
れ
、
前
回
の
地
麓
か
ら

す
で
に
二
千
年
た
っ
た
こ
と
か

ら
、
伊
予
擬
抑
の
活
脈
履
に
よ

る
池
溌
の
危
険
鵬
は
よ
り
大
き

く
現
築
的
な
も
の
と
な
り
っ
づ

岡
村
眞

て
お
り
、
・
今
年
表
で
の
綱
笠
で

俳
細
な
分
布
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
蕊
ロ
耕
治
・
商
知
大

学
大
学
院
生
ら
、
一
九
九
六
、
、

図
１
）
ｂ

伊
方
原
発
３
号
炉
地
歌
時
の

調
盗
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
活
断

届
は
「
股
近
一
万
年
Ⅲ
に
は
活

動
し
て
お
ら
ず
、
地
淡
危
険
度

が
低
い
』
回
国
趣
力
、
一
九

八
四
）
と
見
研
も
ら
れ
、
て
い
た
◎

餓
雅
赤
岡
に
ほ
ぼ
平
祷
ｙ
螺
躍
一
癖
銅

あ
る
心も
と
も
と
中
央
樅
逆
線
は
検

ず
れ
成
分
の
大
き
な
断
刷
と
し

て
知
ら
れ
、
地
灌
の
際
の
横
ず

れ
趾
は
四
’
六
メ
ー
ト
ル
程
度

と
見
稲
も
ら
れ
る
。
ま
た
断
層

系
の
長
さ
は
伊
予
涯
束
断
騒
で

二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
伊
予

雅
西
断
届
で
二
十
七
キ
ロ
メ
ー

申
４
■
■
Ｑ
寺
■
■
①
号
■
■
■
。
■
１
与
廿
９
０
●
ｑ
■
■
●
・
ｇ

Ｂ
８
ワ
ロ
日
凸
●

出
。
州
昶
が
洲
で
．
ｂ
ｌ
■
ｑ
〃
９
８
Ｊ
＄
５
＄
８
．
１
９
１
，
，
９
●
ご
ロ
■
Ｉ
ｐ
９
Ｉ
■
・

・

９

勺

。

。

４

巳

勺

０

９

。

ｆ

星

ウ

Ｑ

・

寸

凸

Ｑ

●

■

合

■

■

凸

守

■

白

■

■

■

▽

同
ｂ
ｉ

８
句
１
１
■
日
。
こ
■
ｐ
Ｌ
０
Ｌ
ｑ
Ｐ
●
・
Ｕ
４
■
戸
紳
Ｆ
■
●
８
２
口
・
《
〃

図】鱒囎総鰭伽悶の分布･鮭'霞測職鼠と
ニニ －

’
、
。
｝
・
■
凸
も
ゲ
タ
●
も
。
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ｑ
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、一ノ

戸
伽

32

33
Ｂ

Ｕ

Ｊ

？

Ｉ

。

ｔ

“

■

■

且

■

９

Ｊ

Ｒ

Ｕ

●

４

６

■

Ｕ

■

“

日

・

Ｇ

２

９

■

■

■

日

日

■

日

畢

■

■

■

■

凸

１

９

日

日

日

■

凸

Ｕ

１

Ⅱ

６

■

邇壷亙渥迩亟
ば
絵
に
猫
い
た
モ
チ
と
化
す
．

今
後
一
層
の
行
政
・
学
会
・
住

民
の
備
報
交
換
シ
ス
テ
ム
の
充

実
が
必
要
と
な
る
。

だ
荻
愛
媛
県
は
、
今
後
発
生

が
予
測
さ
れ
愚
内
陸
直
下
型
地

涯
雁
対
し
て
、
日
本
で
股
も
危

険
度
の
大
き
喉
地
域
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
機
側
と

し
烹
獄
極
的
お
対
応
を
取
っ
て

い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
横

断
鰯
活
動
に
と
も
な
う
危
険
性

の
提
言
を
多
く
受
け
な
が
ら
、

兵
庫
県
や
神
戸
市
が
『
科
学
研

究
上
の
他
人
小
』
と
た
か
を
く

く
っ
て
き
た
状
況
と
同
じ
逆
を

歩
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
噂

た
と
え
ば
、
科
学
技
術
庁
が

今
回
の
兵
庫
県
南
部
池
漉
を
教

訓
と
し
て
、
愛
媛
県
に
も
呼
び

か
け
た
地
漉
謂
在
研
究
交
付
に

も
手
鐙
挙
げ
な
か
っ
た
。
伺
庁

の
地
震
調
在
研
究
室
に
よ
る
と
《

四
月
初
め
の
段
階
で
噂
愛
娘
県

か
ら
は
九
五
年
産
と
同
様
、
九

図3地震長期防災体制の堕側･主要な対蹴を地湿時
（Xデー)を中心において時系列的に堕哩した

長期防災体制の堅傭

地菰血1剛公共通“のX順岬贋
一

・岬穐郵1鰍

誤心東側の画11のI躯
■△今.＝』■
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・1綿RIM1脚の同旨《11
牡理田原の体制づくり

鈎塗剤、鮒域劃別1M所・弧施吻
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）

六
年
庇
も
地
捉
調
杢
交
付
金
の

申
硝
が
な
い
。
活
断
層
の
危
険

膜
に
側
す
る
無
関
心
ぶ
り
は
、

子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
託
す
は

ず
の
県
総
合
科
学
博
物
館
が
、

中
央
僻
造
綿
瀞
肘
扇
昂
の
岡

村
・
石
鎚
両
断
層
崖
の
斜
面
に

建
て
ら
れ
、
自
候
館
展
示
の
地

球
の
ゾ
ー
ン
や
鍵
媛
の
ゾ
ー
ン

の
ど
こ
に
も
、
鯉
娘
県
の
自
然

撒
観
の
主
要
部
分
を
つ
く
っ
て

き
た
中
央
怖
避
線
の
活
動
に
は

ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
に
も
象
徴
的
に
現
れ
て
い

る
。
地
溌
の
肛
荊
予
知
が
、
当
分

の
側
で
き
そ
う
も
な
い
と
わ

か
っ
た
現
在
、
子
ど
も
た
ち
の

柵
来
を
見
つ
め
て
防
災
教
育
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
犬

人
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

兵
脈
県
南
部
地
震
か
ら
ど
の
よ

う
腱
教
剛
を
学
び
、
鍵
溌
で
は

そ
の
時
何
竜
し
た
か
が
、
後
世

の
人
々
か
ら
問
わ
れ
る
こ
と
に

､

3カ月

･－

0k功1”a、1996

3日3週間

X-day匡今＝＞
現在

1996
◆

■

Ｂ

Ｕ

９

Ｐ

Ｉ

凸

？

◆

Ｂ

５

Ｕ

Ｇ

■

●

毎

？

■

●

■

●

。

●

。

■

も

丑

な
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
へ
愛
媛
の
周
辺
自

治
体
で
は
、
む
し
ろ
直
下
型
地

涯
に
関
し
て
愛
嫉
県
よ
り
相
対

的
に
地
涯
危
険
庇
が
小
さ
い
に

i鼎
一、

も
か
か
わ
ら
ず
、
福
岡
県
や
広
で
細
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た
活

島
市
、
北
九
州
市
な
ど
が
交
付
断
層
研
究
と
並
行
し
て
地
方

４
８
〃
ｚ
４
。

乗
が
不
可
欠
で
あ
る
．
兵
蹴
県

の
新
防
災
計
画
は
冊
子
の
半
分

近
く
を
、
過
去
の
活
断
届
活

動
‐
地
撲
紀
録
の
分
折
か
ら
出

発
し
、
将
来
想
定
さ
れ
る
媛
大

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
か
ら
地
盤
に

応
じ
た
地
域
別
の
殿
大
震
疫
を

。
、
●

見
猟
も
る
こ
と
に
災
や
し
て
し

る
。
他
県
の
見
直
し
が
繩
列
的

で
、
対
雛
の
根
拠
に
乏
し
い
こ

と
に
比
べ
る
と
、
学
術
臘
文
的

厳
讃
ざ
を
持
っ
て
い
る
と
い
え

卜
李
』
旬
〃
○

愛
媛
県
の
活
断
層
か
ら
発
生

心

金
に
よ
る
鯛
壷
を
朋
始
し
て
い

る
。
四
国
の
他
県
は
香
川
蛾
が

長
尾
断
層
の
綱
韮
を
開
始
し
、

商
知
県
も
仏
像
僻
造
線
系
の
活

断
畷
に
つ
い
て
申
鯆
貼
附
中
で

手
銅
》
予
勾
○
こ
れ
ま
で
、
各
地
の
大
学
と

工
業
技
術
院
地
質
謂
壷
所
な
ど

す
る
地
震
に
つ
い
て
は
、
過
去

に
そ
の
聯
例
が
な
い
と
い
う
不

利
な
条
件
が
あ
る
と
は
い
え
、

海
岸
の
不
安
定
な
沖
糀
悩
他
姓

と
そ
の
概
彼
に
準
操
る
山
龍
塊

界
の
断
層
が
動
く
こ
と
を
考
血

す
ね
ば
神
戸
郡
市
遜
や
淡

路
島
燕
・
農
村
部
）
の
耶
例

が
参
考
と
な
ろ
う
。

ま
た
地
族
発
生
Ｘ
デ
Ｉ
を
中

心
に
、
長
期
防
災
体
制
の
韮
附

言
れ
は
快
適
空
仙
を
作
り
出

す
日
ご
み
の
都
市
整
倣
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
計
画
で
あ
る
）
と
、 伊方原発(手前)沖の伊予灘にも活!”の存在が分かった

自
治
体
の
発
案
で
独
自
に
悶
壷

研
究
が
で
き
う
ン
ス
テ
ム
が
つ

く
ら
れ
る
臣
と
に
な
っ
た
の
は

両
卿
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
鹿
下

型
地
溌
が
き
わ
め
て
狭
い
範
囲

に
限
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出

し
、
災
害
も
比
較
的
狭
い
地
域

に
雀
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
と

い
う
性
格
と
無
綴
で
ば
な
い
。

日
ご
ろ
か
ら
地
渓
・
へ
の
理
解

と
傭
え
を
怠
ら
な
い
努
力
は
、

危
険
な
活
脈
層
を
背
負
っ
て
そ

こ
に
生
活
ず
ろ
人
“
一
人
ひ
と

り
が
続
け
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

こ
の
努
力
へ
支
援
を
行
う
の
が

行
政
の
役
目
で
あ
ろ
う
。

も
と
に
、
各
地
力
目
治
催
噛
承

ル
で
地
震
防
災
体
制
の
見
面
し

が
進
行
し
て
い
る
。
地
震
防
災

叶
面
を
よ
り
現
実
的
な
な
の
す

る
た
め
に
は
、
過
去
の
災
害
事

例
と
科
学
雌
根
拠
に
基
づ
く
立

地
漉
後
三
日
間
（
生
き
残
り
の

た
め
の
三
日
Ⅲ
、
自
ら
が
助
か

ら
な
い
と
他
人
も
救
え
な
い
）
、

地
溌
後
三
週
Ⅲ
（
避
碓
生
活
の

た
め
の
三
遇
Ⅲ
）
、
地
溌
彼
三

カ
月
（
日
怖
生
活
へ
の
復
湘
の

た
め
の
三
ヵ
月
）
な
ら
び
に
三

年
Ⅲ
も
想
定
ず
る
べ
き
で
あ
ろ

う
（
図
３
）
。

防
災
と
は
平
常
時
腱
お
い
て
、

災
害
時
の
イ
．
メ
ー
ジ
を
ど
れ
だ

け
具
体
的
に
思
い
猫
け
る
か
に

か
か
・
っ
て
い
る
。
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聡職蕊表紙のことば識撫;蛾
小清水漸，瀞．

鞠

足踏みの長い春だなと思づて居たら､い蕊
きなり初夏が来て:しまったようだ｡‐蕊

桜の花の三分咲きの頃､仕事で渡欧した｡蕊
今年もまた､満開の桜を見ずに春が終わお簿
のかと､少今心を残しながら燕立った。隷巳cpg
ロンドンは､まだ肌寒く、そｵ壷も春の蕊
到来を一刻も早く告げるかのように,黄色蕊
いﾗｯ水仙が咲き競っていた｡この街で鶏
の目的瞳､ｾザﾝﾇの大賎会を見る事に妻

皇熱溌蝋墓謡雛鑿
、ヴマ●･

増･』・

して｡小雨の降る朝,長い列の後ろに螂蕊
だd,"

ヂﾝ．ﾊーグで朧､ﾌｪﾙﾒーﾙの展覧蕊
会がやはり去年のうちに完売。無理だか蝉

。e8．4◆

墓鞭b気篝瀧謹言簔
厩って､北海からの冷たい風の中を並んだ｡漣

●.●・ず

良い綿を見た満足感と共に帰国したが､雲
二週間を過ぎてまだ､桜は満開であ‘っ.た。蕊
七分咲きの桜に積もる雪を見逃したのは、潔

寺p●少｡

残 念だがも、笠闘

笑、

。
、
占
い
月
原
保

た
だ
い
ま
１

繊
職
眺
一
焔
う
尚
の

爾
雲
麗
園
議
鯨
難
醗
蕊

ロ
…
県
政
記
者
ク
ラ
ブ
蕃
町
ク
新
聞
と
雑
誌
、
．
こ
の
似
て
非
な
る

瀧
蕊
鍵
辮
鐵
麓

政
を
見
つ
め
て
き
ま
し
た
。
隠
れ
，
埼
玉
県
所
沢
市
へ
松
山
出
身
の
ミ

難
坤
灘
噸
嬢
鑿
識
灘
鰯
灘
鳩

・
た
の
も
う
な
ず
け
蚕
ず
。
当
編
集
る
輩
子
作
家
の
一
人
。
現
代
の
家

瀦
蕊
ス
タ
ッ
フ
も
お
世
話
に
族
皇
会
を
見
据
え
た
作
品
を

聴
謹
灘
灘

す
。
春
は
次
祷
と
書
い
て
い
叢
す
ｃ
イ
ン
タ

人
事
異

霞
蕊
捲
舞
裟
嘉
輪
潔
嶬

も
一
・
部

露
諜
穏
脅
鑑
驚
驚
蝋
擢
姥
綴
姪
難
嬉
灘

禰
《
》
》
》
嚇
職
瀧
辨
綱
稚
蹴
織
。
一
野
洲
》
叫
秒
ｉ
ｉ
ｂ
０
－

催
と
み
ｋ
う
一

一
○

一
競
磯
蕊
本
誌
掲
載
記
事
の
無
駈
謬
載
を

．
（
伊
田
）
禁
と
ま
す
。

一Q、ミー
Cも｡■q

#0.溌晶､1
－2
季●

."_ぷ､
､8．司式・ず
｡◆●上

り

＄

誠
。
●

お
じ
さ
ん
ヘ
ノ

！

毎
月
一
回
十
日
発
行

●

稚
俸
麺
百
八
捻
聿
叩
）

愛
媛
新
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情
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発
行
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発
行
人
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集
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刷
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十
日
号
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